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上
田
真
固
ま
つ
り
か
ら

企7官制施行80周年記念事象オープニングセレモニ

[2] 

4
月
羽
田
刷
、

『
上
田
英
国
ま
つ
り
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
祭
り
は
今
年
で
口
回
目
。
特
に
今

年
は
市
制
施
行
的
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
例

年
よ
り
事
事
な
催
し
が
行
わ
れ
、
上
回
城
跡
公
園

や
中
心
市
街
地

一
帯
は
事
く
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

上
回
城
跡
公
園
田
市
民
会
館
前
で

「市
制
加
周

年
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
」、
「上
聞
其
固
ま
つ
り
開

始
式
」
が
行
わ
れ
た
桂
、
体
育
協
会
、
文
化
芸
術

協
会
な
ど
、

1
0
0
0人
余
の
市
民
パ
レ
ー
ド
を

先
頭
に
、
男
壮
な
真
凹
武
者
行
列
が
市
内
を
パ
レ

ー
ド
。
姉
妹
郎
市
提
携
加
周
年
を
記
念
し
て
、
新

潟
以
上
超
市
白
上
杉
披
低
公
白
出
陣
式

『雄
日
公

祭
武
締
式
』、
兵
雌
県
出
石
町
の
ト
人
人
大
名
行
列

『愉
振
り』

も
加
わ
り
、
然
り
に
躍
を
添
え
ま
し

た
。
ま
た
、
東
京
上
閉
会
の
協
力
で

『
江
戸
芸
か
っ

ぽ
れ
』
も
出
演
。
そ
の
他
、

M

山
蹄
流
し
、
保
野
獅

子
舞
、
東
極
田
小
学
校
金
官
パ
ン
ド
、
少
年
少
女

合
唱
団
、
フ
リ

1
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
多
く
白
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

'"記念穆集スタートにあたり

あいさつする平尾市長

企市民会館前。おおぜいの人でにぎわった

11. 5.16 

企新潟県上鍾市の上杉線信公の出陣式

rlf信公祭1It扮式』



6 月 ~7月の

主な80周年記念事業

l小宮山量平の世界展 | 
b問い合わせ 上田市立悶書館 (1I!iゆ0880)
.特別展示 r出会いから本が生まれたJ

bとき 6月8日閃~同13日間 bところ 中央公
民館l階脱示室 b入場料 無料
.IR酒会
今江祥智さんが小宮山量平さんについて諮ります。

[>と幸 6月12日出午後2時-4時 bところ 中
央公民館3階大金政主 b入渇料 無料

「政経セミナー記念鼠賀会
「どう動く、今後の政治と経済J
[>とき 6月21日倒)[>ところ 上回商工会議所
b入場料 輯料 b問い合わせ 商工課(匝ゆ5395)

1グレン・ミラー オーケストラ
[>とき 6月17日附午桂7時-(開場は午桂6時30
分) [>ところ 上田市民会館 b入場料 s席 5 
000円 (当日5500円)、A席 4000円 (当
日4500円)、自由席 一般3000円、小 ・中 ・
高校生1500円 b問い合わせ 上田市民会館 (困
@同762)

τ主も議会
bとき 7月9日制 bところ 市議会本会議場
t〉問い合わせ 学校教育媒(置)@510ll

l女性議会

「女性の視点から見たこれからのまち上回j
pとき 7月10日仕)[>ところ 市議会本会議場
b問い合わせ 企商諜女性政革担当 (匝ゆ5112)

|全国キーパーソンの会IN信州上回 1 
bとき 7月24日出~同25日(日)[>ところ 旧別所
小学校 b入場料 有料 [>内容 「成功するまちづ
くり白条件J(情義 ・ワ クショップ ・交琉金) [> 
問い合わせ 生涯学習課 (1I!i)@5103)

|ふるさとの森体験学習 i 
身近なlli山を舞台に、楽しい森林体験をしてみませ

んか。

[>と吉 7月29日(梢~同31日目j [>ところ 別所出
品森特公湖一円 [>対車 小学生白子どもがいる家族

b入場料 有料 b問い合わせ 良林課哩liJij拓122)

[3) 11.5.16 

企真国憲村にふんした仙台真国家の真周徹さんによる
「出陣ときの声」

岨

hv
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ

hv
兵
庫
県
出
石
町
の
大
人
大
名
行
列

『
鎗
極
り
』

A市長らを象ぜたオープンカーもパレードに加わった



• 

いしかわ みゆ・

石川幸さん
(無所属・現@)

腫
輩
、
引
車
、
大
字
手
塚
1
2
0
2

1
(手
渡
)

かわかあ ・よし

川上 ;青さん
(無所属・現⑤)

会
社
役
員
、
的
歳
、
大
字
古
里
2
2
1

2
(染
屋
)

"らいひろ"

桜井啓喜さん
(無所属現事}

自
営
業
、
町
歳
、
常
田

2
l
n
!
日
同

〈
北
常
田
)

，11 

書主
主事
己事

5~ 
歳

:" ... ' 
6・・・
117長品宮さん
10 公明党現岳)

4 • 
. ー

匂孟!

ん
D
I
~
相
E
?
 

円
康
晴

で
哨

嗣
'
T
(
 

..いただかす

金井忠ーさん
(日本共産党・現;))

轟
輩
、
柑
歳
、
大
字
国
分
8
0
8
(国

分〉

こみ。まひとし

小宮山仁さん
(社会民主党・現畳J

会
社
員
、
日
車
、
大
字
前
山
4
9
2
l

2
〈
東
前
山
)

に考古.温度さお

田中正雄さん
[無所属・現@)

農
業
、
回
歳
、
大
宇
中
之
条

5
5
8

(
中
之
条
)

[4] 11.5.16 

.らさわしaういS

柄沢荘ーさん
(無所属 ・現争)

腫
輩
、
田
歳
、
大
字
芳
田

6
3
6
(大

白
木
〉

くらさわし.んぺい

倉沢俊平さん
(無所属・現@)

旅
館
輩
、
回
歳
、
大
字
別
所
温
泉
1
6

2
7
(院
内
)

たかとおかn.
高遠和秋さん
(日本尖産党・現⑤)

理
輩
、
臼
歳
、
大
字
上
塩
尻

5
5
9

(
上
塩
尻
)

， 

会
社
員
、
出
品
、
大
字
諏
訪
形
1
2
1

7
(中
村
)

ニ0・Eまさとし
小山正俊さん
(無所属・現⑧)

理
輩
、

U
歳
、
大
字
下
室
賀
2
6
4
0

(
下
室
賀
)

ちのみつ..

茅野光昭さん
(社会民主党・元~)

農
量
、
臼
輩
、
大
字
古
里

1
4
4
9

(
岩
門
)

-、，

=いずみつれ絢

小泉連夫さん
(無所属・現骨)

会
社
役
員
、
回
歳
、
大
牢
御
所
3
3
0

4
(御
所
〉

tc. '+fro "8，，， 

田 中明さん
(無所属・新(j))

会
社
役
員
、
倒
歳
、
大
宇
神
畑
8
84
1

1
(神
姻
)



• 
新
し
い
市
議
A 
~ 

E義
員
決
ま
る

市
政
を
担
う
新
し
い
市
損
金
纏
員
初
人
が
、

4
月
お
自
の
選
挙
で
決
ま
り
ま
し
た
。
市
健
全
擁
員
選
挙
は
、
定
員
初
人
に
対
し
詩

人
が
立
韓
補
。
役
軍
の
結
果
、
現
職
M
入
、
元
職
1
入
、
新
人
5
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
新
し
い
市
蛾
金
蛾
員
犯
人
は
、
こ
れ
か
ら

4
年
間
、
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
よ
田
市
建
訟
の
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
市
民
の
代
表
と
し
て
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
.

紹
介
は
切
音
順
で
す
.
氏
名
の
下
の
《
》
内
は
党
派
別
・
次
に
.
寮
隼
飴
〈

5
R
m
B現
径
)
、
住
区
附
《
自
治
会
》
の
順
で
す
.

P 

主畠謡コさん
(無所属 ・現事)

市
議
会
議
句
尺
拍
車
、
中
央
北
1
l
1
1

5
(新
田
)

怒るさわすて 9

成沢捨也さん
〈無所属・現16))

全
社
役
員
、
河
晶
、
王
神
2
1
4
1
田

(
北
買
神
町
)

<<~ 'PIl <<i!"・

丸山正明さん
{無所属・現2))

農
輩
、
関
蔵
、
大
字
よ
田

1
4
2
5

(
蛇
沢
)

てヲil'iI'-:JIち

手塚克己さん
(無所属・現@)

会
社
役
員
、
引
車
、
中
央
西
1

5

n(北
大
手
)

8んぱ管い ご

南波清吾さん
(無所属・続(j))

皇
軍
菜
、
引
歳
、
大
字
下
室
賀
7
0
7

1
〈
下
室
賀
)

ん
ね
浩
紅

衛
+
大
-

A

円
守良
晴

一
…臥
畑

会
社
役
員
、
印
艦
、
大
字
下
之
郷
2
0

0
(下
之
郷
)

1:. "1( "すし
外山憧さん
(無所属幹事)

島
輩
、
日
車
、
大
字
本
蝿
6
1
4

お

(
五
加
)

品〈ざわ...・

福沢正章さん
(無所属現骨)

会
社
役
員
四
哉
大
字
大
屋
2
9
2
1

3
(大
塵
)

..，た.・.
宮下昭夫さん
(無所属・現~)

農
輩
、
防
車
、
大
字
越
戸

4
1
0
(越

戸
)

昭彦ぐt.fl'1ニ
南狸典子さん
(公明党・現岳))

市
強
会
観
員
、
日
握
、
大
宇
中
野
3
4

5
l
時
(
中
野
)

ん
D
さ
十刷
時
一
ー

は
惜
滑

川
一
峨
嗣

t
t

(

 

団
体
役
員
、
開
歳
、
大
字
下
塩
尻
1
4

3
1
5
(下
塩
尻
〉

t: 1:.5 D~ t.. 

武藤弘さん
(無所属・現申)

会
社
役
員
、
印
歳
、
中
央
5
1
4
1
m

(
新
田
)

."危.，.
成田守夫さん
〈無所腐 現宮〉

会
社
役
員
、
引
歳
、
大
字
秋
和
6
0
1

(
秋
和
)

町車"ぜん1!'.o:~5

堀善三郎さん
(公明党・新1))

団
体
役
員
、
回
歳
、
大
字
古
里
1
5
5

2

4

(岩
門
)

ん

nz劃
aA
 

U
能
膚

各
自

月

肘
同

帽
'u
 

市
櫨
金
擁
員
、
回
融
、
大
字
上
田
原
6

7
3
1
4
〈
川
辺
町
)

11.5.16 [5] 



• 

わ
た
し
た
ち
回
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
水
は
、
ど
の
よ
う

に
つ
く
ら
れ
、
ど
こ
か
ら
追
ら
れ
て

く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
営
水
道
で
は
、
千
曲
川
と
そ
の

主
流
白
神
川
町
水
を
水
源
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
水
源
か
ら
取
り
入
れ
ら

れ
た
水
は
、
県
民
と
石
舟
の

2
か
所

の
伶
水
旧制
へ
と
噂
か
れ
ま
す
。
浄
水

場
で
は
、
小
さ
な
ご
み
や
泥
の
ほ
か

微
生
物
も
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
、

全
国
的
に
も
散
が
歩
な
い
級
辿
ろ
過

枇税関地~=W腕嚇駒《初

(か
ん
そ
く
ろ
か
)
と
い
う
方
式
に

よ
り
水
が
ゆ
っ
く
り
ろ
過
さ
れ
、
安

心
し
て
飲
め
る
き
れ
い
江
水
が
わ
た

し
た
ち
自
家
庭
に
退
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、

6
月

1
日
関
か
ら

7
日

叩
ま
で

「一

滴
の
水
か
ら
つ
く
ろ
う

斬
た
な
時
代
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全

国

一
斉
に
部
引
回
水
道
週
間
が
行
わ

れ
ま
す
。

毎
日
な
に
げ
な
く
使
う
て
い
る
水
、

い
つ
で
も
き
れ
い
で
安
心
し
て
飲
め

る
水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
は 第41回水道週間6月1日(1<)-7日(月)

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・... .. . . . . . . .. . . .. . . .. . . . . . . 
『千
曲
川
源
流
を

訪
ね
て
』

参
加
者
募
集

山
梨
県
瞳
に
速
な
る
甲
武
信
ケ
南

国
師
岳
、
金
臨
時
山
な
ど
、

2
5
0
0

メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
か
ら
の
清
水
を

聾
め
て
千
曲
川
は
睡
し
ま
す
。
飲
料

水
、
民
業
別
水
、
尭
電
に
と
多
方
面

に
活
用
さ
れ
る
千
幽
川
は
、
上
田
市

民
に
と
っ
て
生
命
線
で
あ
り
、
ま
た
、

重
化
に
富
ん
だ
量
観
英
は
私
た
ち
の

心
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

千
曲
川
の
源
流
を
肪
ね
、
自
帥
に

接
す
る
中
で
、
水
の
大
切
さ
、
埠協倶

保
聾
の
重
要
性
を
置
め
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
主
催

上
回
市
水
道
府

マ
後

橿
良
野
県
企
車
両
上
聞
水
道
官
迎

事
菌
研

マ
と
き

6
月
6
臼
間
午

前
8
時
初
分
出
尭
{午
前
日
時
市
世

所
前
聾
合
)

マ

コ
I
ス

上
田
5

望
月
町
3
小
海
町

S
川
上
村
(
金
峰

山
渓
苔
付
近
世
軍
・昼
立
)

マ
募
集

人
員

回

名

(市
民
に
限
り
ま
す
)応

募
者
事
散
の
場
合
は
倒
遣
と
し
、
結

県
は
返
旧
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

マ

白申
し
込
み

世
置
は
が
き

に
①
世
所

②
氏
名

③
年
齢

④
電
時
番
号
を
記
入
し
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

(5
月
幻
自
備
の
梢
印
の

あ
る
も
の
ま
で
有
効
ー

は
が
き
は
、

i
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
1
飲
ま
で

と
し
、
グ
ル

プ
で
の
申
し
込
み
は

5
人
ま
で
と
し
ま
す

〔グ
ル
ー
プ
の

申
し
込
み
は
全
日
の
氏
名
等
を
記
入
可

V
申
し
込
み
先

上
岡
市
水
道
町

計
画
骨
理
叫

「臨
疏
揮
劫
」
係

(〒

(6) 11.5.16 

-i
 

:
E
V
E
-
-
J

-〉

・
E
U
保
険
料
は

1
人
ひ
と
り
が

凧
叶
詞
M
E
E
耳
d

，「2a
h
当
唾
-
・

口
円
川
」
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

k
i
-
-
4く
…
劃

第
l
号
被
保
険
者
(
富

司
引
」

保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
計

口
也
以
上
の
か
た
)
は
、
個
人
単

陪

目

算

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
ι
釦
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

門
汁

U
申
l
号
被
保
険
者

(防
蛾

ー
ま
す
。

仁
ド
ト」
以
上
の
か
た
)
の
探
険
料
は
、
t

郡

2
号
彼
保
障
者

(胡
3
制
緩
の

市
町
村
が
設
定
す
る
ζ

と
に
な
勺
て

叶
か
た
〉
も
原
則
は
畑
人
単
位
で
保
障

お
り
、
計
算
方
法
は
お
お
む
ね
次
の

・
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

よ
う
に
な
り
ま
す
。

。
た
と
え
ば
夫
が
胡
S
刷
歳
の
年
齢
層

①
高
鈴
者
の
型
態
調
査
お
よ
び
サ
!
ト
に
あ
る
配
偶
者
な
ど
を
医
療
保
険
の

ピ
ス
世
供
量
醐
査
を
行
う
a

-叩
桂
怯
聖
書
と
し
て
い
る
場
合
は
、
彼

②
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
聾
盟
腫
司

令
怯
聾
者
と
な
勺
て
い
る
か
た
の
介
瞳

齢
者
置
の
見
込
み
ゃ
在
宅
お
よ
び

日
保
障
料
分
も

一
括
し
て
医
線
保
障
料

施
設
サ
ピ
ス
の
目
標
量
の
綾
定

・
と
と
も
に
夫
が
納
め
る
こ
と
に
江
り

を
す
る
。

-
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
量
に
サ
ー
ビ
ス

日

単
価
を
乗
じ
、
平
成
ロ

S
M
年
度

・
『
E
U
-
保
険
料
や
利
用
料

(1
割

-
i
 

ま
で
の
介
瞳
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

・
戸川
ト
じ
負
担
)
が
宜
払
え
な
い
渇
合

総
世
川
を
都
出
す
る
。

ー
は
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

④
韓
費
用
の
う
ち
げ
同
を
串
1
号
被

土

川
口
保
険
料
や
利
用
料
が
支
払

保
障
者
の
保
険
料
で
賄
う
こ
と
と

・
戸川
H
じ
え
な
い
ほ
所
同
者
へ
の
対
応

な
勺
て
お
り
、
こ
の
げ
%
分
の
企

H
U
引
川
て
、

こ
れ
ま
で
も
全
国
市
長

閉
を
防
揖
以
上
の
か
た
の
人
散
や

ゆ
生
や
町
村
会
が
国
に
対
し
再
三
要
望

所
叫
状
配
な
ど
を
加
味
し
て
計
算

ー
を
し
て
い
ま
す
が
、
現
時
占
で
は
明

し
、
保
険
料
の
且
噂
額

〔月
額
)

・
砲
な
方
軍
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

-

を
算
出
す
る
。

・

こ
の
間
囲
は
保
険
料
や
利

m判
の

⑤
本
人
の
所
得
の
状
担
な
ど
に
よ
り
、
。
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
般
市
川
か
ら
も

保
険
料
を
決
定
す
る

(保
険
料
は

t

非
常
に
援
し
い
問
題
で
あ
り
、
国
事

5
段
階
に
設
定
さ
れ
る
予
定
)。

日
の
動
向
を
見
な
が
ら
引
き
続
き
研
究

現
在
の
と
こ
ろ
、
国
か
ら
詳
し
い

・
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

計
算
方
法
や
サ
ピ
ス
単
価
な
ど
が

叶

介
唖
保
障
に
聞
す
る
ご
意
見
、
ご

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
終
的
に
第
1
1
町
問
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

号
被
保
険
者
の
保
険
料
額
が
決
定
す

e
um
に
介
車
保
険
盟
ま
で
お
問
い
合
わ

る
の
は
、
平
成
ロ
年
3
月
に
な
る
且

ト
せ
く
だ
さ
い
。

込
み
で
す
0

1

マ
介
檀
保
険
醒
介
随
保
険
担
当

圃

ま
た
、
部
2
号
被
保
険
者

(柑
1
0
@
6
2
4
6
・
中
ヨ

E-zasz

刷
哉
の
か
た
)
の
出
陣
料
は
、
国
か

日
。コ骨

E
Z
E
P
E官
E
這

• • • 
・



な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
水

道
週
間
を
機
会
に
大
切
な
水
白
使
い

方
を
考
え
て
み
ま
し

F
1

市
水
道
局
と
県
企
業
同
上
回
水
道

管
理
事
務
所
で
は
、
水
道
週
間
に
あ

わ
せ
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
千
曲
川

調
流
を
訪
ね
て
」
を
日
月
日
日
間
に

行
い
ま
す
。
千
曲
川
源
流
を
さ
か
白

日
り
、
川
上
村
金
陣
山
渓
替
を
散
策

し
ま
す
。
市
民
自
皆
さ
ん
の
多
数
白

書
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

• • • • 
-H3
8
6
8
6
0
1
上
里

Z
T

。
日
l
国
)

V
持
ち
物

昼
堂
、
南

恥

具

マ

拳
加
費

5
0
0円
(
入
場

・

料
、
保
険
料
、
献
物
代
)
マ
聞
い

日
合
わ
せ

上
岡
市
水
道
局
計
画
管
理

.

課
(
町
⑫
4
1
0
0目
1
8
5
2〉

• • 

.中高年春季講座
bとき 日月 3日同、 10日閥、 17日閥、 24日同午前10

時~正午 (4回コ ス) C>対車 40歳以上の初級者

b定員 16名 b料金 6000円 b内容 ノぐソコンの基
本操乍、インタ ネ yト利用、オリジナルカード作り

C>IfIL込み 電話でメディアラノドUEDAへ。.r地域映像デジタルアーカイプビデオJを 自信tチ巳?1情報セント
市内各施設でご覧いただけます 事刊37留市開21-1
「地域暁唾デジタルア カイブビデオ」は、上田市マ URLhttp: ....ww.umic.u曲川町脚 P

Jレチメディア情報センターが収集した、長野県に関する過去の三ユ ス映画 ・記蜘畑を

収録Lたものです。

収録されている暁唾1;，1941年(昭和16年〉から1979年(昭和54年〕までの687イ卜ル

約11時間分で、これを、最新のマルチメディア技術によって加工・編集Lて口VO-Video

ディスク (6枚組〕に収録L、テレビ画面でメニユ から簡単に選択Lて見ることができ

ます。

このDVD-Videoを下記の施設に設置しました。懐かLいニユ スや、

暮ら Lぶり、町並みをお楽しみください。

C>OVD-Videoディスク設置施設

上回市役所、上田市立図書館、中央公民館、西部止民館、塩田公民館、創造館、高齢者

福祉セン夕 、ア?アプラザ上田

C>VHSビデオテープ設置施設

城南公民館、上野が丘公民館、 111西公民館、室賀温泉「ささらの遍」

なお、上田市マルチメディア情報センタ では、市制施行80周年を期{こ、市民の皆さん

が埠有する写真や7ィルムも吉めて、地域の古い晩像貰料の尭揺を進めていく予定です。

当時の人びとの

イベントも盛りだくさん
メデ、ィアランドUEDAヘ〆

"同TARO剛 INOMORI

• • • • • 

ら
丹
医
瞭
保
険
者
ご
と
に
割
り
当
て

日
マ
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ
関
連
情

ら
れ
た
介
謹
納
付
金
給
制
に
耳
づ
き

・
報

冊
窃
8
8
8
8
コ
l
ド
恥
4
2

医
療
民
院
占
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
こ

日
日

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

.
守
ホ

ム

ベ

ジ

Z

G
¥
¥4
2
2

• 
・2ミ
ロ
宍
凶
コ
m
w
m
m
w
D

。』℃
¥
r
b
a
6
Y
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之
匂

・
邑
宣
言
ヨ
-

• • 

日本最大のディジタル ・ア テイスト団体「デイソタル イメージ」の農覧会を開催。

コノピュ タ で制作されたイラス卜レーション、映憧等47点を展示Lます。

またディジタル イメージに所属し、雑誌や企業広告のイラストレーション制作てつ舌躍、

デジタルア ト講座を「イラストレーンヨン」誌、 rMacFa門」誌、「日経ClickJ誌等に

連載Lている石川浩二さんによるPainter講座も開催Lます。

.ディジタル・イメージ展

bとき 6月1日(火)-同29日(火)午前9時3C分~午後5時30分(水曜日は体箆)

者 所幸則、石川浩二、ソネオカ太志ほか b入場料無料
.石川浩ニPainter講座

pとき 日月26日凶午後1時30分-4時3C分 C>対車

パソコンを使えるかた(Painterを世ったことがなく

ても可) C>畳講料 3000円 b人数 16名 C>IfIL込

み 事前に電話でメディアランドUEDAへどうぞ。

く:OJII;告二さんプロフィ ル〉
1963年千li県生まれ。1987年武蔵野美術大学視賞伝違デザイン学科
卒業。キャラクタ を生かしたデソタルイラストレー γヨンを、企業
広告、出版、W'b容と幅広いメディアで発表o J AGDA会員。デイ
ンタルイメーン会員。
ホームベーソ http: 

b出展

ディジタル・イメージ展.市制施行80周年記念

www1.od札ne.jpkoji 

~ 

11.5.76 [ 7] 



つ-え
y-

-・・圃

z 
守1
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耳

• 
館纏鞠遺⑤凋毒剤圃禽朝関麟鵜.f
i 税についてのお問い合わせは i 

j長議・自動車税 よ小断…欄
干竺ケ一一言':¥ 圃25ー7117・7118

; 指却・軽自動車税市役所税務煤 : 
，ー←' 困23-5115

い が4百で必修アナ一品グル-Fアァプ_J

、ー

霊
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催し
-
昭
島
限
値
待
"
周
隼
隠
傘

『
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
上
回
羽
」

を
開
催
し
ま
す

環
嶋
業

務

課

耐

8
0
6
6
6v

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
た
め
、
フ
リ
1
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
中
古
家

具
白
販
売
、

一
般
申
か
た
か
ら
白
山

庖
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
駐
車
場
が
狭
い
の

で
、
相
乗
り
で
お
極
し
い
た
だ
く
事

ご
協
』
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

5
月
初
日
間
午
前
叩
時
1

午
睡
2
時
〔雨
天
中
止
)

マ
と
二
る

上
回
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

楽
し
さ
慮
り
だ
く
さ
ん

創
造
館
6
月
の
催
し

[
 
上
回
創
造
館

偏

8
1
1
1
1v

.
折
り
紙
教
室

{事
加
料
3
0
0円
)

マ
と
き

6
月
6
日
同
(
午
前
叩

時
1
正
午
、
午
後
1
時
3
3時
)

マ
持
ち
物

折
り
紙
を
入
れ
る
袋

市役所代表電話

回22-4100
1Ilil25-4100 

1'1 

。
> -

親
子
映
画
金

{入
場
無
料
)

マ
と
き

日
月
は
日
出
、
日
日
間

(午
前
叩
時
1
、
午
珪
2
時
加
分
1
)

マ
上
映
作
品

『幸
福
の
王
子
』

『お
じ
そ
う
障
の
赤
い
目
』
『
事
ず
き

ん
ち
ゃ
ん
』
『
な
し
売
り
仙
人
』

マ
上
世
時
間

H
M
八万

マ
定
員

各

国
叩
名

-
星
空
観
望
金

(事
加
料
購
科
)

マ
と
き

6
月
印
日
出
午
桂
7

時
加
分
i
9時
(
聾
合
7
時
加
分
)

マ
そ
の
他

雨
天

・
曇
天
時
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
説
明
。
小

・
中
学

生
は
保
護
者
向
伴
で
ど
う
ぞ
。

-
草
ロ
固
な
が
の
陶
芸
展
明

マ
と
き

6
月
日
日
剛

1
同
初
日

嗣
(
午
前
9
時
i
午
桂
4
時
泊
分
)

マ
入
場
料

館
料

-
夏
季
シ
ー
ズ
ン
由
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
投
事
6
月
5
目
的
か
ら

8
月
忽
日
間
ま

で
の
間
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
で
の
投

能
は

「耳
目
盟
主
」
と

「地
躍
は
背

か
っ
た

i
ガ
ガ
!
リ
ン
物
耐
5
」
に

変
わ
り
ま
す
。

-
草
2

4

土
曜
日
施
設
無
料
開
披

6
月
臼
日
と
阿
部
日
は
上
小
地
域

小
中
学
生
と
、
同
伴
の
保
護
者
の
か

た
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、
民
俗
資

料
館
が
冊
料
に
な
り
ま
す
。

市
町
村
障
審
者
支
損
事
業

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
書
加
を

上園
絶
縁
身
体
鱒
書
者
自立
e軍
支
鍋
セ
ン
ター

(桐窃
5
5
2
2)

障
害
者
白
骨
さ
ん
に
パ
ノ
コ
ノ
白

楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、

パ
ソ
コ
ノ
教
室
を
開
備
。
基
本
的
な

撤
作
方
法
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
白

接
続
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
等
、
初
心

者
で
も
気
軽
に
宰
加
し
て
い
た
だ
け

る
内
容
で
す
。
書
加
は
無
料
。
皆
さ

ん
白
書
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
と
き

6
月
1
日
出

・
同
8
日

出
・
岡
崎
日

ω・
同
辺
日
出

・
同
鈎

日
出
の
計

5
回
開
伯
、
午
陸
1
時
初

分
i
4
時

マ
と
こ
ろ

メ
デ
ィ
ア

ラ
ン
ド
U
E
D
A

マ
定
員

先
岩

山
名初

睡
眠
フ
ラ
ン
ス
語
鴎
直
に

拳
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

上
回
染
谷
丘
高
等
学
校
麻盟
WU
4
3
5)

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
通
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
踏
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
簡
単

な
旅
行
会
紙
、
革
路
文
法
も
学
暫
し

ま
す
。
マ
と

二

ろ

上
回
染
苔
丘
高
等
学

校

マ
封
章
者

初
め
て
フ
ラ
ン
ス

慨
を
宇
ぷ
か
た
、
初
級
の
か
た

マ

事
量
人
員

先

n
m名
マ
畳
情
軒

教
材
質
5
0
0円
(
巾
公
判
費
、
別

途
)

マ

申
し
込
み

往
復
は
が
き

に
よ
り
、
染
谷
丘
高
等
学
校
へ

(
6

月
日
日
必
着
)

レンピの健み方

7月3日出 ・11日凪
9f14日位}・188佳L
10月2日出 ・16日出

10月30日仕入
11月6日出 20回比K
12月4日出

開催自

6月19目出

レストラノメ=c，ーの
臨み方

.座内容

フランス筒復鎗

-.座日程

[81 11.5.16 

.6月の粗大ごみ回収日
6月19日出・・祖国支所駐車場
回収時間，.午前10時~正午。処理費用 (実費)がかかります.

12月18日出フランス料理副理実習



平
成
刊
年
度
旗
庭
介
慢
舷
宣

(第
2
閏
)
が
開
催
書
れ
ま
す

固
立
幾
野
病
院
(
同
盟
申
1
8
9
0〕

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
B
-
-叫
叶
叫
叫

マ
内

容

消

潔
の
お
世
話
(
清
拭
)

マ
と
き

7
月
日
日
同

マ
と
こ

ろ

国
立
長
野
病
院
地
域
医
療
研
櫨

棟

2
階

マ

対
章
者
家
庭
で
介
護

さ
れ
て
い
る
か
た
、
今
桂
に
役
立
て

た
い
等
、
関
心
の
あ
る
か
た
マ
畳

館

料

無

料

マ

a申
し
込
み

国
立

長
野
病
院
へ
。
随
時
受
け
付
け
中

干
曲
川
ク
リ
ー
ン
ウ
倉

1
9

(
歯
車

2
固
)
に
ご
，
加
を
/

公
聞
緑
地
観

耐
8
5
1
3
4)

千
曲
川
は
、
上
田
市
を
代
表
す
る

美
し
い
自
然
品
川
観
で
あ
り
、
強
い
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

自
然
量
観
、
環
境
づ
く
り
由
大
切
さ

を
芋
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
「
第

2

岡
千
曲
川
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ

1
ク
」
を

行
い
ま
す
。

マ
と
き

5
月
初
日
同
午
前

8
時

加
分
か
ら
約
1
時
間
泊
分
程
度
(小

雨
決
行
)
マ
重
合
場
所

下
車
尻
公

闘
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ
内
容

①
上
回

商
高
校
か
ら
欠
口
用
水
下
塩
尻
樋
門

ま
で
の
自
然
卦
観
を
車
し
み
な
が
ら
、

消
揃
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
桜
井
普
雄
信
州
大
学
名
著
教
授

に
「
千
曲
川
町
自
然
、
市
民
生
活
と

白
関
わ
り
」
な
ど
の
お
揺
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

マ
持
ち
物

軍
手

園
周
書
者
「
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
へ

，
加
し
ま
せ
ん
か

福
祉
限
倫
理
由
E
1
3
0)

ふ
れ
あ
い
の
旅
事
務
局
{県
庁
陣
書
得
祉
銀
内
・

圃
0
2
6
1
2
3
8
l
7
1
0
4

囲

0
2
6
J
2
3
4
1
2
3
6
9)

「
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
は
、
陣
市
齢
者

自
か
た
を
編
祉
先
進
国
へ
派
遺
し
、

福
祉
制
度
、
稲
祉
施
設
、
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
白
福
祉
事
情
の
視
察

と
福
祉
関
保
者
と
の
交
流
を
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
担
金
書
加
を
促
進
す

る
た
め
に
、
長
野
県
身
体
障
害
者
協

祉
協
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
派
遣
期
間

9
月
6
日
i
m
日

(8
日
間
〉

マ
派
遣
先

ア
メ
リ

カ

〈サ
ン
フ
ラ
ン
ン
ス
コ

・
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
)

マ

事
重
人
員

障

害

者

全
県
で

6
名

マ

e
L込
み

6
月

日
日
ま
で

よ
田
市
持
政
世
革
推
量
豊
員
壷

'
員
を
公
募
し
a
g
す

-

総
務
限
繭
岨
0
5
3
3
2)

市
で
は
地
方
分
権
時
代
に
対
応
し

た
行
政
体
制
白
整
備
を
図
る
た
め
、

平
成
日
年
度
に
現
行
の

「上
田
市
行

政
改
革
大
綱
」
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
こ
白
見
直
し
に
書
画
し
て
い
た

だ
く
た
め
、

「
上
悶
市
行
政
改
革
推

堪
蚕
只
」
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
媒
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
量
件
市
内
在
住
の
か
た

(学
生
は
除
く
)

マ

募
聾
人
員

-
名

マ
任
期

2
年

(平
成
同
年

3
月
別
日
ま
で
)

マ

申
し
込
み

申
込
書
に
、

「応
募
の
動
機
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
レ
ポ
ー
ト

〔1
2
0
0
字

以
内

・
書
式
自
由
)
を
つ
け
、

6
月

刊
日
附
ま
で
に
総
務
限
へ
提
出

環
境
に
や
さ
し
い
社
告
を

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
禽
員
事
筆
中

生
活
環
境
螺

{個
@
E
1
2
0}

環
績
に
や
さ
し
い
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
引
世
紀
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
環
境
を
大
切
に
す
る
意
識
を

持
ち
、
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

環
境
庁
で
は
、
平
成
7
年
度
か
ら

子
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
事
業
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
中
で
行
う
、

自
主
的
な
環
境
学
習
や
実
践
活
動
を

支
担
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と

環
境
問
題
を
考
え
る

一
つ
の
契
慢
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
入
金
く
だ
さ
い

マ
対
量
者
担
数
人
の
小

・
中
学

生
と
、
大
人

(事
務
局
と
由
連
絡
役
)

の
グ
ル
ー
プ
マ
会
費
・
入
金
金

無
料

マ
活
動
期
間

4
月
か
ら
1

年
間

(中
進
入
金
可
能
)

マ
活
動

}
庖

」

H
図

♂

内
容

環
境
問
題
の
疎
組
に
対
す
る
仙
一

-
u

レ
ポ
ー
ト
作
成
、
自
主

h
な
調
査
・
東
ゴ
膚
グ

齢
ブ
繍
ン

活
動

(水
生
生
物
調
査
・
空
き
缶
拾
崎

-
よ
ピ

組

3
〈

ツ

い
な
ど
)

マ

入
金

生
活
環
境
課
描

ι
ふ
ヨ

、

佐

、

お
シ

F

仏
底
や
野

咽
町
、
だ

『
け

H
H
H
H
M叶
け
什
J
汁
H
d司
1
H

H
4
0
好
底
お

由
来
園
教
員
四
名
が
よ
田
市
を
防
間

-
時
三
一

lu

r-濯
で
き
る
か
た
を
事
績
し
ま
す

.
H
友
夕
、

四
川
H
Hド
H
H川
M
H
川
刈
川
h
h
i
r
西
ン
庖

ー
紅
白
町
山
劃
E
E
E
二、イ図

I
l
l
1
1
1
h
H
Hけ
r
M山
門
i
l
l
-
r
E
属
図
上

市
で
は
、
国
際
交
流
事
業
由

一
環

判
利
上
コ

法
秩
ヤ
ス

と
し
て
、
米
国
フ
ル
プ
ラ
イ
ト
基
金
同
友
y
uv

引
西
マ

ν

か
ら
教
只
別
名
を
受
け
入
れ
ま
す
。

出
出
出
出

市
内
滞
在
中
は
、
小
中
高
等
学
校

r
日
日
目
白

問、

P
T
A
と
白
懇
談
や
企
聾
極
察

5
η
仙

mm

月
月
月
月

な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
一

行
と
吏

6
6
6
6

疏
で
き
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

-
E
ph
--h

智
さ
ん
の
磁
極
的
空
」
書
加
を
お
顧

問

J

H

い
し
ま
す
。
鮮
し
く
は
、
秘
書
諜
ま

の

叫
占

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月

刷
出

5
U
て

な
お
、
詳
細
は
申
込
者
に
追
っ
て

い円

弱川市

お
知
ら
せ
し
ま
す
(申
込
者
多
数
白

川山

開
引

場
合
は
、
先
清
順
)。

ィ

剛
は

・
ホ
|
ム
Z
テ
イ

・
ホ
ス
ト
ヲ

ァ
ミ

寸

崎市川

1
4
午
ル

U

l

F

正
ア

マ
と
き

6
月
間
日
…
出
か
ら
同
幻

ン
ト
九

日
制

(一

泊
二
日

)

マ
内
容

一

司
削
甘

泊
白
宿
泊
と
家
庭
で
の
交
疏

マ
事

寸
昨
柑

聾

軍

塵

別

家

蛙

「

剛

柿

-
P
T
A
と
の
懇
般
会
へ
の
書
加
者
竹
田
低

マ
と
き

日
月
初
日
開
午
前
中

.

古

マ
内
容

日
米
白
教
育
事
情
に
つ
い

て
由
意
見
交
換
(
通
訳
付
き
〉

マ

事
聾
人
員
市
内
小
中
学
校
に
通
学

す
る
お
子
さ
ん
を
持
っ
か
た

6
名

11.5.76 [9) 



冒

新しい議歓喜言語霊長妥を指定
排水陵情工事および結水装置工事は、市で指定した業者でないと

:施工できません。指定業者は市への申問手続き・工恵等をいっさい

:代行しますので、工車の申し込みは指定業者へ直接依頼してくださ

置新たに指定した下水道指定工率届

マ事聾団地 市営住宅金般(団地の 部

を除く〉 マ畳け付け期間 6月11日闘~

間18日掛マ取し込み 最観建築課へ(電

話受け付けはできません)。

.問い合わせ 景観建聾諜市営住宅悟

(固足並5430)

市首位事λ居者@
釦'~~言語を符なれgす

お知らせ川
を
汚
れ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

容
の
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
壷
実
施

生
活
環
境
課
(
国
@
5
1
2
0)

信
漉
川
を
守
る
協
議
会
で
は
、

6

月
2
日
附
に
県
下
二
角
審
白
河
川
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

河
川
へ
由
不
法
投
棄
や
水
辺
で
遊

ん
だ
あ
と
の
ご
み
白
散
乱
、
釣
り
の

ち遊み川ちあ
帰 ベ んのまと
るるな最す由
よよの観。 r，
うう財が放糸
心、産損置や
がごでなす容
けみすわる器
まは。れと白
し故気ま水投
よ置持すが葺
うせち。汚が
。ずよ川れ目 :今回抱慣したのは新規に指定された筆者です。会指定難者名をお知りになり
持くは 、立 :たい喝合は計画嘗湿隈(@J1853)までお問い合わせ〈ださい。

「
融
資
・
経
営
破
普
特
別
相
畿
日
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

商
工
観

耐

お
忌
3
9
5)

上
園
商
工
会
蛾
所
指
導
課
耐
揖
苫
5
0
0)

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
中
小
企

業
者
を
対
象
と
し
た
「
融
資

・
経
営

改
普
特
別
相
談
日
」
を
開
設
し
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
が
続

く
中
、
制
度
資
金
や
経
営
改
普
等
に

つ
い
て
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

5
月
別
日
制

・
6
月
幻
日

側
、
7
月
別
日
制
、

8
月
幻
日
側
、

日
月
幻
日
閃
(
午
前
9
時
1
午
後

5

時

〕

マ

と
二
ろ

上
回
商
工
会
議

所
4
階
第
1
・
2
会

議

室

マ
持
ち

物

直
近
白
決
算
書
2
期
分
、
見
積

書
、
カ
タ
ロ
グ
等
関
係
書
類
マ
相

股
料

無
料

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
正
し
よ
う

生
活
環
績
楳

(胴
8
5
1
2
0)

昨
年
加
入
し
て
い
た
だ
い
た
交
通

災
害
共
済
は
、

5
月
別
日
側
で
共
演

期
間
が
尚
了
し
ま
す
。
加
入
手
続
き

は
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す
。

マ
会
費

一
般
5
0
0円
、
団
体

3
0
0
円
〔
園
児

・
児
童

・
生
徒
)

マ
加
入
方
法

①
5
月
中
に
自
治

会
で
取
り
ま
と
め
在
す
。
金
貨
を
添

え
て
巾
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
自
治
会
で
申
し
込
め
な
か
っ
た

場
ム
ロ
、
生
活
環
境
謀
、
各
支
所
で
も

受
け
付
け
ま
す
。
③
幼
稚
園
、
保

育
闘
、
小
学
校
、
中
学
校
へ
通
っ
て

い
る
お
子
さ
ん
に
は
、
各
閥
、
学
校

か
ら
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
自

治
会
で
は
加
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
加
入
が
無
料
に
な
る
か
た

次
の

[101 

か
た
は
、
市
が
金
貨
を
負
担
し
ま
す

白
で
、
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
①
生
活
保
護
を
畳
け
て
い
る

か
た
②
身
体
障
害
者

(1
、
2
、

3
級
)
③
療
官
手
帳
を
お
持
ち
白

か
た
④
交
通

・
災
害
遺
児
⑤
刈

歳
以
上
の
か
た

(5
月
出
日
現
在
)

11. 5.16 

一
斉
に
聖
書
缶
拾
い

環
境
美
化
運
動
の
目

生
活
環
境
限
倫理
U5
1
2
2

5
月
初
日
仰
は
「
環
境
美
化
運
動

白
日
」
。
こ
の
日
は
、
近
年
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
空
き
缶
帯
由
投
げ

捨
て
な
と
を
な
く
す
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
、
自
治
会
を
中
心
に
、
空
き

缶
拾
い
な
と
が

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
積
極
的
に
書
加
し
ま
し
ょ
う
。

#
王
者
缶
は
と
っ
て
も
貴
重
な

資
源
物
」
(
平
成
日
年
度
環
境
美

化
運
動
白
日
テ
l
マ
)

市
税
目
休
日
納
付
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
仕
事
由
都
合
な
ど
で
平
日
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
か
た
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

V
と
き

5
月
包
日
出

・
同
幻
日

間
・
問
問
目
的
・
同
初
日
間
(
午
前

8
時
加
分
1
午
後
5
時

)

マ

と
こ

ろ

市
役
所
本
庁
舎
1
階
収
税
課
君

口



冒
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期納雪量月
の
納税

恒"Jで確実主主口座顕瞳のご"J用を
テレホンガイドうえだ関連情報

(I!I!ゆ8888コードNo.279)

家
康
と
同
じ
愛
情
で

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
-
一
つ
/

上
図
保
健
所
(咽哩
7
1
5
3)

生
活
環
績
隈
(
間
8
5
1
2
0
)

6
月
は
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
普

及
月
間
で
す
。
動
物
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
深
め
、
家
肢
と
同
じ
霊
情

を
持
っ
て
正
し
い
飼
い
方
を
す
る
こ

と
に
よ
り
人
と
動
物
と
が
い
っ
し
ょ

に
快
適
な
生
活
が
で
き
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
、
同
時
に
動
物

を
聖
護
す
る
気
持
ち
を
書
く
白
人
に

広
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

動
物
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
注
意

を
し
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

-
式
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
、
担

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

マ
生
ま
れ
て
引
日
以
上
回
飼
い
犬
は
、

生
涯

l
回
の
畳
録
と
毎
年

1
固
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
ま

『
レ
よ
一
つ
。

マ
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

「犬
の
ふ
ん
」
は
貸
任
を
も
勺
て

始
末
ま
し
ょ
一
三

マ
犬
の
故
し
飼
い
は
危
険
な
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
猶
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
、
賓

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

マ
武
任
を
持
っ
て
飼
い
、
白
ら
猫
を

増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

.
二
の
月
間
中
に
犬
・
猫
の
不
妊
去

掛
手
街
を
呈
け
る
と
、
そ
の
費
用
由

金問

一
部
を
助
成
(星
野
県
動
物
量
権
金

上
小
主
部
に
て
)
し
ま
す

-
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
り
、
犬
の
所

在
地
の
藍
更
所
有
者
の
正
名
ま
た

は
住
所
を
聖
更
し
た
場
合
に
は
、
忘

れ
ず
に
生
活
環
境
蝶
窓
口
ま
で
印
鑑

を
持
書
し
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
(死
亡
の
と
き
は
鑑
札
も
持
書
を
)。

月の相談

受付は

生活環潰標
(本庁舎1階}

談

談
鮫
畿
絡
欄
被
細

民
事
後
通
市
交
女

土地建物相鮫

得繍
(予約制}

法

人権悩みごと繍畿

a地問題相談

談

絹

相

相

• 子
政

児

母

行

社会福祉協議会

(!!@8 0 8 0) 

心 E ごと相談

子育て支後センター
商館保育園内相談室
(!!@30 9 6) 

相

保険年金相阪

婚

児

結

高

水道局計画皆理操

一~JU
7 Tl 5 1J(tJ)-
7月16日ω
8月2日on-
8 n 1381i1 

E耳

'l!1i講習受け付け下水道排水設備工事責任

技術者試験等のお知らせ 受験場曾および
試験の受け付l' 水iII局計画管理捜

点都町文化会館9H7日出習議Ii 史

b使節町文化会館9 Jl28口出習l/I 験受

信州大学磁総学11110月17日山j験I;t 

平成11ff.置に酎長野県下水道公社で行われる下

水道排水投刷工事宜任技描者の更新講押および

首験の日院は次のとおりです。詳 L(は、計画

i'l盟誠にお問い合わせ〈ださし、。

マ問い合わせ 水道局計画官理時(四l@8243)

刻
々
と
変
化

と

を

一2
す
る
社
会
情
勢

き

金

一立

い

社

一日
一
の
中
で
、
女
性

き

る

函
を
取
り
巻
く
環

約

加

亙
境
は
大
き
く
変

叫
男

暮

一亙
化
し
つ
つ
あ
り

企
比

一埋
ま
す
。
同
会
に

0
4
4

一」
お
け
る
(
仮
〉

到
女
共
同
書
同
社
会
基
本
法
案

の
審
議
や
男
女
顧
問
機
企
均
事

法
の
改
正
、
統
一

地
方
選
挙
に

お
け
る
女
性
議
員
の
進
出
な
ど
、

国
や
地
方
を
問
わ
ず
、
女
性
の

社
会
書
幽
の
動
き
が
持
出
目
さ
れ

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

上
岡
市
で
は
、

「
女
性
も
見

性
も
共
に
認
め
あ
う
社
会
」
を

日
僚
に
平
成
3
年
に
第

一
次
上

岡
市
女
性
行
動
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
桂
、
世
界
で
は
第
4
回

国
連
世
界
女
性
会
議
が
北
京
で

闘
偏
さ
れ
る
な
ど
女
性
の
動
き

が
太
き
く
取
内

L
げ
ら
れ
る
中
、

平
成
8
年
に
「
附
目
立
共
同
書
両

社
会
田
実
現
を
め
ざ
す
う
え
だ

女
性
プ
ラ
ン

E
」
を
策
定
し
、

政
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
社
会
を
つ
〈
る
に

E

E

 

は
、
立
と
m
A
と
の
よ
り
よ
い
関

係
を
築
く
の
が
い
八
切
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
で
よ
り
よ
い
附
係
づ
く
り

に
向
け
て
の
情
報
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
白
で
、
皆
さ
ん
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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• 

Iヨ
日

・階ド静〕
. 経自動車脱

聖付lま

月の相談

主食 談徳相
〈予約制)

恒刊で確実怠口座極置のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

{園泡8888コードNo279)

会期l
生活環境煙
(本IT舎1賭)

土地建物相骸

談
畿
陵
組
織
敏
細

民
.. 性
道
官
叩
交
女

家
族
と
同
じ
愛
情
で

正
し
〈
飼
い
ま
し
ょ
う
/

よ
園
保
健
所
耐
8
7
1
5
3)

生
活
環
境
館

(
E
O
5
1
2
0)

日
月
は
動
物
由
正
し
い
飼
い
方
普

及
月
間
で
す
。
動
物
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
深
め
、
家
臨
と
同
じ
置
情

を
持
っ
て
正
し
い
銅
い
方
を
す
る
こ

と
に
よ
り
人
と
動
物
と
が
い
っ
し
ょ

に
快
適
な
生
活
が
で
き
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
、
同
時
に
動
物

を
霊
護
す
る
気
持
ち
を
多
く
白
人
に

広
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

動
物
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
他

人
に
連
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
注
意

を
し
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

人纏悩みごと繍陵

良地問題相談

骸

網

相

相

賓

子

政

児

母

行

社会復祉協積会
(包骨8080)

心 E ごと相談

-
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
、
止

の
こ
と
に
違
憲
し
ま
し
ょ
う

マ
生
ま
れ
て
旧
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、

生
涯
1
回
目
畳
録
と
毎
年
1
田
町

狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
畳
け
ま

し
ょ
-っ。

マ
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

「
犬
の
ふ
ん
」
は
賀
任
を
も
っ
て

抽
末
ま
し
ょ
う
。

マ
犬
町
並
し
飼
い
は
危
険
な
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
ロ

.
猶
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
は
、
立

の
こ
と
に
法
置
し
ま
し
ょ
う

マ
責
任
を
持
勺
て
飼
い
、
の
ら
摘
を

増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
0

・
こ
の
月
間
中
に
丈
・

猫
の
不
妊
去

軒
手
術
を
畳
け
る
と
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
(星
野
県
動
物
量
臨
会

上
小
主
部
に
て
)
し
ま
す

-
飼
い
式
が
死
亡
し
た
り
、
式
の
所

在
地
町
変
更

・
所
有
者
司
氏
名
ま
た

は
住
所
を
聖
更
し
た
場
合
に
は
、
忘

れ
ず
に
生
活
環
境
眼
窓
口
ま
で
印
鑑

を
持
番
し
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
(死
亡
の
と
き
は
鑑
札
も
持
書
を
)。

子育て"緩センター
南部保育園内相談室
(O@3 0 9 6) 

綱

保険年金相談

婚

児

結

水道局計画管捜寝

=--;MO 
7H5日例1-
7 JH6日幽
8月2日{則)-
8JI13臼ω

吏恢講習受け付け下水道排水設備工事責任

技術者試験等のお知らせ 受験曾智および試験の受け付け 水道局計画膏."，

jj!館町文化会鰍9月7臼出智lIt 新吏

jj!都町文化会館9 )J28目出務S健験受

は州大学織維学徳1011171]叫験賦

、v成11年度に醐長野県下水道公社で行われる下
水道排水設備工事責任技術者の更新講押および

試験の日院は次のとおりです。詳しくは、計画

管B.I四1にお問い合わせくださL、
マ問い合わせ 水道局計画管理盟(血ゆ8243)

刻
々
と
変
化

と

を

一盆
す
る
社
会
情
勢

き

金

一口
一

い

社

ー

の
中
で
、
女
性

き

る

園
を
取
り
巻
く
原

机

れ

亙
境
は
大
き
く
変

叫
男

暮

直
化
し
つ
つ
あ
り

と
比

一埋
ま
す
。
回
全
に

o
t
，

一
」
お
け
る
〔
仮
)

男
女
共
同
書
両
社
会
越
本
法
濃

の
審
議
や
抑
止
而
刷
用
機
会
均
等

法
の
改
正
、
統
一
地
方
選
挙
に

お
け
る
女
性
凌
H
H
O
準
出
な
ど
、

国
や
地
方
を
問
わ
ず
、
女
性
の

社
会
書
画
の
動
き
が
注
目
さ
れ

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

上

m市
で
は
、
「
瓦
性
も
男

性
も
共
に
認
め
あ
う
社
会
」
を

口
扉
に
平
成
3
年
に
第

一
次
上

回
市
女
性
行
動
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
伊
豆
で
は
第
4
回

国
連
世
界
女
性
会
議
が
北
京
で

開
附
加
さ
れ
る
な
ど
女
性
の
動
き

が
太
書
く
取
的
下
ム
げ
ら
れ
る
中
、

平
成
8
年
に
「
m
N
K共
同
書
副

社
会
の
実
説
を
め
ざ
す
う
え
だ

女
性
プ
ラ
ン
E
」
を
策
定
し
、

政
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
に

2

2

 

は
、
立
と
児
と
の
よ
り
よ
い
関

係
を
築
く
の
が
大
切
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

悦
点
で
よ
り
よ
い
凶
係
づ
く
り

に
向
け
て
の
倒
閣
を
鎚
供
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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E盟孟且血品凪逼副出孟孟且包園圃圃圃圃r..!Ui品五圃

い

の

引

い
平
山

h

量

刑

村
山
吋
展

み
宮
朴
界

こ
小
せ
世

博物館等の観覧、小・中学生に招待券
昨年に引き聴き、放蝿の歴史や文化を学んでもらうため、立の施

世の招待券を市内の小・中学生に学頓をiJ:じて配布Lます。ご利用

〈ださい. 1>招待券で利用できる施政得物館、山本鼎記念館、

土図城僧・櫓門、信濃国分寺責料館、旧宣教師館

.特別展示

「出会いから本が生まれた

小宮山量平と今江祥智の出会い 」
とき E月B目(刈-6月13日(日)

午前10時~午後5時
中央公民館1階展示室ところ

上
回
市
ス
ポ
ー
ツ
復
興
審
崎
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

体
育
限

(胴
8
5
1
0
5}

+
巾
民
自
皆
さ
ん
に
上
回
市
の
ス
ポ
l

y
振
興
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
'
侮
興
審

議
会
委
且
を
次
田
公
募
袈
項
に
よ
り

公
募
し
ま
す
。

-
公
事
要
項

マ
公
募
畢
員
数

2
名

マ

公
募

期
間

5
月
日
日
開

1
5月
出
日
開

マ
応
募
責
格

上
田
市
民
で
、
上

回
市
の
ス
ポ
ツ
仮
興
に
知
識
、
関

心
の
あ
る
成
人
者
(
学
生
を
除
く
)

-明日 」

城
し
た
松
平
氏
と
、
そ
の
時
代
目
上

回
に
然
高
を
あ
て
て
の
勉
強
会
で
す
。

マ
時

間

午

撞

1
時
加
分
1
3時

マ
間
師
上
田
市
詰
編
さ
ん
番
負
・

尾
崎
行
也
さ
ん
マ
里
隅
料

1
0

0
0円
マ

申
し
込
み

畳
講
料
を

添
え
て
陣
物
館
へ

樽
物
館
耐
開
山
昭
一1
2
7
4
)

江
戸
時
代
を
中
心
と
し
た
古
文
替

の
解
説
講
習
会
。
初
心
者
白
書
加
も

歓
迎
し
ま
す
。

マ
と
き

6
月
同
日

1
来
年

3
月

白
毎
月
第

2
土
曜
日
、
午
後

1
時
叩

分

1
4時

V
会
場
山
本
州
記
念

館
講
習
室
ほ
か
マ
構
師

博
物
館

学

芸

只

マ
定
員

叩

名

マ

畳
構

料

2
5
0
0円
マ

自
申
し
込
み

受
講
料
を
添
え
て
博
物
館
へ

市立図書暗(圃足並o8 8 0) 

車

時

作

4
宣

話

~

圃

'
U
童
鶴
町
会

日

お

怠

制

献

本
今
凶
智
融
一
叫
ん
即

の

・

品

粋

市

畑

羽

沼

も
日
1
江

郡

引
車

A山

R

守

-
z
a
暗
A

岨

守

児

6
中

I
L
-
-
:
[
 

寅

1
J
、
礼
町

融
問
題

Z
J

一

.

演

仁

問い合わせ

講師

とき

ところ

マ
提
出
書
類
履
歴
普
及
び
上
岡

市
の
ス
ポ
ツ
振
興
に
つ
い
て
由
考

え
方
得
白
小
論
文

(
B
0
0字
程
度
)

を
5
月
白
日
開
ま
で
に
体
育
課
へ
拠

出

マ

選

考
及
び
任
命

暫
類
審
査
、

而
接
審
査
を
経
て
、
教
育
委
員
会
に

諮

り

任

命

マ
職
務
内
容
、
任
期
等

①
上
田
市
白
ス
ポ

y
の
振
興
に

闘
し
、
教
育
委
只
岳
町
諮
問
に
応
じ

調
査
審
議
を
行
う
②
蚕
貝
数
日
人

以
内
③
任
期

2
年
間
(
平
成
日
年

6
月

1
日
1
平
成
問
年

5
月
別
日
)

④
審
議
会
開
世
日
数
年
間

3
四

を
予
定

博

物

館

構

座

開

m

l
松

平

氏

と

そ

の

時

代

|

博
物
館

(
国
昭

1
2
7
4
)

江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
維
新
ま

で
1
6
0最
年
に
わ
た
り
上
回
に
在

館

室会・一宮町
t

副
長

話

マ
一
平

田

程
一
二
松

一
明

日
-テ

主

日

産
一一

銅
山
間

晴
コ
引
訓

糊
一日
一
畑

一
間

同
m
E
一
回

一
向
n

・
;

告地面
古
文
書
鴫
座

9月25回出|鍵下町その2

その11霞光会館
会篠宮

その2

8月28日出|城下町その1

開
情

10月初日出|郷柑

12月4日出|郷村

塁|面軍
分 I ~ 置
;1窟重
量1両五
pl鴫料| 館

[12] 

マ
時

間

午

後

l
時
刻
八
万

i

v

会
場

信
浪
国
分
寺
資
料
館
マ
定

員

印

名

マ

畳

講

料

l
o
o
o

円

マ

申
し
込
み

5
月
包
日
出
か

ら
包
括
で
受
け
付
け
ま
す
。

11.5.16 

お
母
さ
ん
の
た
め
の

絵
本
入
門
前
鹿

市
立
国
書
館
(
耐
盟申
0
8
8
0)

v
m座
日
程

(予
定
)

①

6
月

日
日
閥
、
②
日
月
間
ω
日
樹
、

③

7
月

2
日
幽
、
④

7
月

9
日
樹
、
い
ず
れ

も
午
前
日
時
卯
八
万
i
H時
叩

分

マ

場
所
市
立
図
暫
館

v
m師
山

浦
主
宰
さ
ん
マ
内
容

お
す
す
め

絵
本
の
紹
介
、
親
子
で
図
帯
館
を
利

用
す
る
た
め
白
ご
案
内
(
比
較
的
幼

い
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
内
容
)

マ
定
員

子
ど
も
も
含
め
て
凶
名

(先
着
順
)

マ

山申
し
込
み

6
月

6
日
制
ま
で
に
市
立
図
書
館
へ



体育謀 匝ゆ5105

軍
一
申
牢
植
の
牢
檀
施
瞳
聞
融

制
用
団
悼
の
畳
蝿
を
受
け
付
申
ま
す

生
涯
学
習
腺

編

8
5
1
0
4)

生
涯
学
習
の
普
及
振
興
の
場
と
し

て
、
第
一
中
学
校
の
特
別
控
室
を
附

肱
し
ま
す
。
中
刊
活
動
等
で
施
股
の

利
則
を
希
望
す
る
場
合
は
、

一
年
ご

と
に
在
録
団
体
と
し
て
、
畳
録
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
対

量

市

内
在
住
か
在
勤
、

在
学
の
か
た
で
組
織
し
、
成
人
の
武

任
者
の
い
る
閲
体

マ
畳
録
方
法

所
定
の
使
用
団
体
畳
録
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
生
涯
学
習
課
へ

(郵
送
で
も
可
)。

用
紙
は
生
涯
学
習

謀
、
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

マ

第 7回シルバースポーツ大会

パ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
日
程

畳
付
蹄
切

6
月
刊
日
嗣

・
刺
用
で
き
る
施
股

音
車
室

(箪

1

2
}

華
街
室

(箪
1
・
2
)
・
調
理
室
・
被
服
室
・

図
書
セ
ン
タ
ー

-
利
用
で
き
る
日
時

年
間

〔年
末
年
始
を
除
く
)

当
面
午
桂

6
時

1
9時

-
施
極
開
放
の
予
定

7
月

1
日
聞
か
ら
開
政
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

万
藁
植
物
園

育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

信
漫
国
分
寺
資
料
館
倫
理
由

8
7
0
6
)

信
濃
国
分
寺
跡
史
跡
公
園
内
に
あ

る
万
葉
植
物
閣
を
充
実
さ
せ
る
た
め

この大金!ま、市内10会場で地区予過を行い、上位3チー
ムが臨時大会へ温みます.

マ彊目 スマイルボウリング マ封象 チームは、市内

在住の60歳以上のかたで、同一白描会居住の5人1111で編
lましてくださも、。それぞれ居住されている地区ごとに会場

が世定されていますので、間違いのないようにお申し込み

くださL、。 マ吻し込み 所定の申込容により、5月初日
畑までに、体育現または上岡市同時クラブ迎合会へ

「万
葉
植
物
園
育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
対
量

万
葉
拙
物
や
万
葉
聾
に

関
心
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
万

葉
植
物
の
植
栽
や
除
草
を
お
願
い
で

き
る
か
た

マ
活
動
内
容

現
在
す

で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
告
が
、
毎
月

出
l
木
曜
日
と
第

3
土
曜
日
目
午
後

l
時
却
分
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

万
葉
植
物
や
万
葉
集
の
学
習
会
、
研

睦
刷
出
察
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

マ
申
し
込
み

信
担
国
分
寺
資
料

飢
ヘ

マ
そ
の
他

万
指
摘
物
園
に

植
殺
す
る
植
物
と
し
て
、
日
さ
約

2

m
、
直
径
叩

冊
目
悔
白
木
を
ご
寄
付

い
た
だ
け
る
か
た
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
辿
結
く
だ
さ
い
。

陸上髄技場で自分の力を試してみませんか/

?とき 6月初日間午前8時30分-(小雨決行) 'vと
ころ 市世陸上姐技場 V対象 市内在住の一般男女、iIi
内通学の小学校4年生-6年生及び中学生男女 マ種目
①小学校4年生-6年生及。中学生男女 100m・ 1.000 
m (中学生男子のみ 1.500m)・走幅跳 ・ノフトポール世
げ (中学生は砲丸投げ) ・IOOmx4(小学位5・6年生
及び中学生出女) 喧トー般男女 (学生を除く ) 100m. 
1.500m・立幅跳 ・砲丸投げ マ参加料 200円 (保険料
を宮む) 'v EIIし込み 6月4日(鎚までに多加料を添えて
体育課へ (小中学生は各学校で受け付けます〕

市民陸上カーニバル

女性ゴルフ教室 (秋期)

第
犯
回
探
-m会
へ
ど
う
ぞ

中
央
公
民
館

(
回
骨
0
7
6
0
)

マ
と
き

6
月
白
日
制
午
前
4
時

1
正
午

(雨
天
決
行
)

マ

と
こ
ろ

大
河
原
峠
周
辺

(盟

H
町
)
晶
び

八
品
出
版

(下
源
問
町
)

マ

聾
合

中
央
公
民
館
総
合
駐
車
場
に
午
前

3
時
日
分
ま
で
に
集
合

vm師

茂
木
文
雄
さ
ん
、
中
村
賢
士
さ
ん

マ
定
員

初
名

(先
治
献
)

マ

書

加
料

大
人
1
5
0
0
円、

子
ど
も

1
0
0
0円

マ
由
申
し
込
み

5
月

幻
日
備
か
ら
害
加
料
を
添
え
て
中
央

公
民
館
へ

〈土

・
日
曜
日
を
除
く
午

前
9
時
1
午
佳

5
時
)

マとき 7月7日-9月B日までの水場日計10回、 午前

9時30分-IIBno分 マところ 上問ゴルフセ/タ マ

封象 市内在住か在勤の一般女性 マ定員 30名 マ餐加
料 3.000円 マ申し込み 6月21日開-6月308酬にiil
加料を居えて体育課へ

[13l 

三曲演奏会
穆九 三絃、尺八がか怠でる
日本の音色をお楽しみください

6月26日比j叩酬酬
旧宣教師館(下掛けーチパーク剛

b入場料 一般 500円 [>定員 25名 (先着願) [>演
奏 グループAmi(代韮 ・滝沢常久さん) 六段の調、礁

の海、千品の1111ほか [>EIIし込み 5月24日田)から文化問』
(005102)で畳け付けます。

?とき 7月13日-7月初日の火 ・水・木・ 企明日計10

回、午前6時-7時15分 マところ ili世底線織西コート
マ封象 市内在住か在勧の鍛男女 守定員 40名 マ

参加料 4.000円 マ申し込み 6月21日開-7月2日幽
に省参加料を帯えて体育障へ

早朝テニス教室

11.5.16 



『休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』
は
上
田
中
央
消
防
署
偏
8
0
1
1
9)
・
上
回
南
部
消
防
署
(
胴
窃
0
1
1
9
}へ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
療
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

E 

保健ガイ
D U G H 

ド
T L A E H 

.見直して見ませんか?あなたのからだ/

40j歳健診を実施します
| 健康推進課(鵬8244) I 

新たに今年度40歳になるかた (昭和34年4月1EI-

昭平1135年3月31日生まれの市民約 1450人)に、各

自治会田保健補導員さんが個別に成人病予防について

白 『おたずね』や健器申込書 ・健躍に関する情報など

をお配りします。

また、ご記入いただいた 『おたずね』や健監申込世

を回収させていただく際に、各他斡白輯料受診lli!をお

渡し Lます。職場などで他睦を受ける機会白なL、かた

は、ぜひご利用くださL、。

40歳は壮年期白人り口です。自分の健康について娠

り返勺て見ませんか。

.対象となる検惨

b聾団植松 ①胃検診
~乳房検器 (女性のみ)

③I市がん検睦

1>医療機関での検齢 ①謀本他康診査

②子宮がん検診 (女性のみ〕

健診の対集となるかたで、 6月になっても保健補導
11さんが伺わない場合には、健康推進諜までお問い合
わせくださL、。

国テレホンガイドうえだ関連情報臨ゆ8888コー

ドN.520(基本健康診査)、No521(胃がん検診)、

出523(肺がん検睦)、N.52 4 (乳房検診)、恥5

25 (子宮がん検診)

.昭和50年から昭和52年生まれZ功、たの
ポリオ追加予防接種(任意接種)

ポリオ (小児まひ〉は、ポリオに感染した人の使中

にポリオウイルスが排離され、これが口に入ることに

よって感染Lます。

またポリオの予防接種を畳けた子どもの恒からまれ

に感染する危険性があるといわれています。

しかし、このような家庭内感換は、お子さんのおむ

つ交換白桂に手を洗うなど消潔を保っていれば問題は

ありません。

また現在、日本にポリオウイルスはいないと判断さ

れていることから、日本において由自然感染はまず心

配ないといってよいでしょう。

ただし、抗体を持っていなL、かたがポリオ常在国へ

渡航Lた場合は、感染の可能性を否定できないため、

追加接種をする自が望ましいとされています。

そこで、前回実施 (ポリオ追加接酬の希望者を募り、

3月下旬に市内医療機関で追加接積を実施) したのと
同機に、 10月にも追加接種を実施します 〔詳細は広報

うえだ9月1日号等でお知らせします)。

海外置航士事で接種を急がれる場合は、健康推進課に

お問い合せくださも、。

.テレホンガイドうえだ関連情報

ドN.509

置隠語8888コー

[14] 

1>11'付時間 ①乳幼児世脱睦査(4か月児・10か月児・
1躍6か月児 3棋児) 午睡1時-2時 ②2蹴児教

室午睡1時-1時15分 [也、②とも午後零時30分以
前の受け付けはできません。] 1>持ち物 ①乳幼児

健康睦査 母子健康手帳、健鹿島査票、パスタオル、

おむつ、赤ち。ん手帳、歯プラン(1歳6か月児).4 
か月・10か月 ・1綾6か月児は赤ちゃん手帳の中にあ
る鍵磁器1.t~に記入してお持ちくださ L、。3歳児は、
健雌絵班車と制聴覚検査のアンケートをお送り Lます
ので、ご配入のうえ、お持ちくださL、。また、尿検査

の容器もお持ちくださL、。 ②2瞳児教宣 母子健康
手帳、おたずね周紙、歯プラン、コップ、おやつ代

(策費〕、おやつ用はし・スプーン・フォ クなどとお皿

.塩田母子鍵車センター(泡図・川西地区のかたのみ}

同釦 111.1.16-2.15 6月188
1o.月 10.7.16-8.15

・川西社会繍祉センター(趨園川酒糟区のかたのみ)

12 .~歳 I 6月4包 8.4.1-5.3
2歳児教室 6月308 9.3.1 -4.30 

11. 5.16 

3歳

2a児教室

1.6 .月

10ヵ月
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上田地域にちなんだ問題に、0か×かに分かれます

5月5日こどもの目。上聞城跡公園内では、背空のもとのび白ぴと子どもたちに遊

んでもらおうと、うえだこどもまつり実行委貝金主怖の 「第28阿うえだこどもまつり」
が聞かれました。

公園内-)'iiでは、各団背年団体、ボランティア団体の協力により、ヰ字Lバックで白

飛行懐作り、ダルマ部とし、もちつき大会、ちび勺こ将棋大会などさまざまな備しが

行われ、おおぜいの家族辿れがこどもの日を来しみました。

上旧市制施行80周年を記念しての 「上回ものLり博士クイズ太会」は陸上鍛技場を
金場に聞かれ、1.000人の小 ・中学生がクイズに挑戦Lました。クイズは、上問地
域にちなんだ問題がOx形式で出され、準決勝では早押しクイズ、決勝ではVTRで
tB姐され、勝ち股った上位5人には、 「ものしり陣士認定書」と牽唱な耐1J:ltが附られま

Lた。

「
上
回
も
の
し
り
博
士
」
は
だ
れ
に
〆

よ田城跡公園内ではさまざまな惜しが行われました

11. 5.15 [15] 



より健康に〆より楽しく.ノ

スポーツであなたもリフレッシュしませんか
上岡市では、市民だれもがそれぞれ申体力や年齢に応じて、いつでも、どこでもスポーツに

観しむことができることを目指して、各種スポ y大会 ・教室布を開催しています。

これら四大会に書加することで、日ごろの成果を発搬するとともに、あなたも何かスポーツ

をしませんか。

-平成11年度上田市スポーツ行事

こどもの日相 t寛大会

畏野県市町村対抗駅伝鎗争大会

市民ゴルフ大会

よ図市 yルパースポ ツ大会

全 国 生涯野却大会

よ図市民陸よ力一二パ"

一一間
一11月3日蜘 l市営値上般役編

7月7

大会

学書綱引き大会

回よ図市民水法大会

市民総合体育大会

ンルパースポーツ大会〈スマイルポーリング〉

「塗中にゲー トがあるから、ポーリングより睡し

いかも。テクニックを要するね。」

掌宜綱引き大会

「運動会の綱引きとは遭ったテクニックを学びま

す。チ ム全員のカを つにするのがこつですね」

11月7日間|市民体育館ほか

県縦断駅伝綬争

県宮曽野琢繍ほか

市民体育館

自然運動公園プール

各体育範股

各体育S値段

ト渇

上国市少年サッカ 大会 ド

実』

室
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上田市体育指導委員の 《怪期
1 -1>;名 民名

J猪餌 憲一 上 間 和弘

皆体育さ指導ん華日はを各公紹民館介からそしれぞまれ5す名が推せんされ、教育委IlTz 
中
姐 陽子

野
川上順子

失
池図良子

カt
東山保夫

園口盛光 朝日祭勉
松岡 画子 丘 中村桂代

会で任命された計30名による組織です。住民に対し、スポーツに聞す R 山岸佑子 大口 瞳明

西
上野正三

塩
野中弘乎

る史技指導及びその企画 ・迎世へ白書画(コーディネーターと して)を 日 清水敏郎 矢崎 邦子

主な役割として活動しています。 キ足史 部 後藤キミ 田 星谷川礼子
市民白皆さんに、より多く白スポーツに接していただく ため、地域

小川 清司 繍沢先瞳

で、また市全体として、多くのスポーツ事業(教室 ・大会)にかかわっ 年13 倉湾 常置 蛭田美智子

ています。 月3~ 敏 輔 北沢明美 111 戸島弘江戸板いつ手 山崎 雅喜

詳しくは、体育楳 (圃23-5105)までお問い合わせください。 3v 日1v称略
南 中山久美子 西 南誼置男
小林幸徳 間島博望書

マレッ卜ゴルフをお楽しみください

市営マレット

ゴルフ場が

5か所に
-古舟橋マレヲ トゴルフ淘
コ1コース 18ホールパ~72

1ki到 コース全長 999m 
J特徴古舟情下流千幽川の河川愈
内に位置し‘闘に少年硬式野禄グ

.'1、教織マレヲトゴルヲ場
コース 18ホール パー72
コース金長 1.281 m 

で
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年
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4月初日、古舟構マレットゴルフ場が千曲川河川監申中之条緑地公園内にオー

プンしました。これにより、市宮町マレ ットゴルフ場は、市内5か所となりまし

た。それぞれ白コース白概聾を紹介しますのでご利用ください。
If.¥. lt 1" 

なお、 上回世平インターチェンジ近くの玄帯山公園内 (f広報うえだJ5月1

日号韮紙書照)と、地域で覧備していただいたマレットゴルフ場もあります。

.自然遺動公園マレットゴルフ崎
コース 18ホールパー72
コース金.. 417m 
特徴上園市で最初に完鹿したも
ので、綜のφにコ スが級定され
ています.傾斜を利用した手作り
叶コースで、赤総体に固まれ、 S軍事本
浴も複しめます.年間の利用が可
能です.

圃市民の櫛マレヲトゴルヲ渇
コース 18ホール パー72
コース全長 816m 
絡徹市民の姦公園内のキャンプ
渇や遊;J;道に陶織する落薫樹綜の
φにあります.車は涼し〈自然に
-.1恵まれた環境です。また、ー邸主
生のコースもあり家族で楽しめま
す.冬綱間..利周できません.

生豊里笠豊

田ハープ橘マレッ トゴルヲ勾
コース 18ホールパー72
コース金長 1.014m 
特徴同じ年に開業した新幹鰻の婦の
名前から 『ハープ繍』と命名されまし
た。ハープ舗が一望できるこのコース
...平たんで幅広〈、初心者でも楽し
めます.年聞の利用が可能です.

これらのマ レッ卜ゴルフ場をご利Ifl<、ただく際は、マ

レットゴルフのマナー、各マレットゴルフ織のルールを

守って、脅さんに連軍のかからないようご協力をお願い

します。

なお、各マレットゴルフ場のスコアカ ドを用意Lま
した。有料にてお分けします。また、スティックやポー

ルも貸し出Lていますのでご利JIIくださL、
問L 、合わせ体育センター (~0823 l

体育醒 (置)@5105l

地域で

盤備した主な

マレット

ゴルフ場

[17] 17.5.16 

百塩園地区マレットゴルフ喝 古安・地巨マレットゴルフ場 小泉地区マレ ットゴルフ渇

歪写..トン傘ル



第 1回 上田市制施行80周年記念

大賞展
7 月 12 日 (月)~10月 16 日 (土)応募期間

山本!鼎は明治から大正時代にかけて、「例作版画」 という日本田

近代版聞の尿を聞き、版画を大東に広め、さらに新たな芸術分野と

して版画白地位を高めようと努力しました。この山本鼎の思想に基

づく独創性 ・芸術性を追究した作品や、新人の意欲的な作品の発表

白域として 「山本鼎版画大賞展Jを開催します。

山本鼎版
尋

上田市山本鼎記念館

-出品料

1占につき 3.000円
.貰
大賞 1占 100万円 (買い上げ)と賀状
準大賞 2.1.¥ 30万円 (買い上げ)と賞状
奨励賞 サクラクレパス賞l点 10万円と賞状
佳作 5点 5万円と宜状

入j!i 150占程度 記念品と賀状
.応募先 ・お問い合わせ先

詳細は応募要項によります。応募要事iは下記事務局へ
ご請求くださL、。

干386-0026上田市三由丸3-4
「山本鼎版画大賞展」悟

- ③2693 
[展覧会]

会期 11月25日同-12月7日出午前9時~午後4時
会場 上回創造館

作 「漁夫J1904 

.審査員 (順不同 ・敬称略)

北岡文雄 (日本版画協会名替全日、春陽会監耳1)

瀬木fi¥一(総合葺術研究所所長)

野田哲也 (東京芸術大学教侵)

迫藤彩子 (武蔵野菜術大学教授、二紀会理事)

.作品継入

10月10日制-10月16日tiJ
.作品規定

①平成日年以降に制作した作品。なお、その!出の受賞

作品はご迫曜ください。

②一人2点以内

③平面作品とする。額装し、展示可能な紐をつける。

(アクリルは可、ガラスは不可)

④観格 (額の大きさ) ， 1l0x 100cm以内
⑤作品の天地が分かるように制の裏面へ出品L11を貼付

.応募種別

特に制限しなL、。

山本鼎

[18] 

上
田
市
教
育
相
談
所
71.5.76 

マ
所
在
地
一

T
3
8
6
0
0
2
7

上
岡
市
常
磐
域

6
1
3
l
m

マ
電

話

@
0
1
0
4

マ
相
談
日

月
鴎
日

1
金
曜
日

(土

・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
所
〉

マ
時

間

午

前

9
時

1
午
後

4
時

上
田
市
教
育
相
談
所
は
、
“
学
校
へ
行
き

た
が
ら
な
い
勺
学
校
生
活
で
白
心
配
M

な
ど
、

子
ど
も
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
も
に
考
え
、

助
言
援
助
し
て
い
く

「教
育
相
談
」
と
、
実

際
に
芋
校
へ
行
け
ず
に
困
っ
て
い
る
小
中
学

校
由
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
、
適
応
指
導
を

す
る

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
と
の
、

二
つ
白
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
も
、
直
接
来
所
し
て
い
た
だ
い
て

も
け
勺
こ
う
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。「ふ

れ
あ
い
教
室
」
で
の
活
動

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
で
は
、

子
ど

も
自
身
の
希
望
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

O
教
育
相
談
所
職
貝
、
メ
ン
タ
ル
フ
レ

ン
ド
、
通
室
生
仲
間
と
の
語
ら
い

O
卓
球
、
パ
ド
ミ
ノ
ト
ン
、
サ
ッ
カ
ー
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
と
の
運
動

O
将
棋
、
五
目
並
べ
、
オ
セ
ロ
、
ト

ラ
ン
プ
、
テ
レ
ビ
ゲ
ム
な
ど
の
遊

び
O
読
書
、
折
り
紙
、
図
工
、
木
工
、

手
芸
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
趣
味

。
調
理
実
習
、
お
諜
し
み
金
、
野
外

教
室

(市
民
の
森
公
園
、
上
回
創

造
館
)

O
載
培
活
動
、
消
抑
活
動

O
教
科
学
習



が
附
券
m

覧
惜

の
観

↑

蹴
通
吋
並
ハ

利用できるように

なりました

-4月定
例
会

4
月

8
日
制
開
催
し
た

4
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
改
の
と
お
り
で

す。
審
蟻
事
項

一
平
成
叩
年
度
の
限
題
と
平
成
円

年
度
の
主
な
施
置
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
各
課
所
の
今
年
度

の
主
な
施
置
等
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

=

室
庭
、
地
域
の
霊
化
に
対
応
し

た
学
校

・
祉
会
教
育
の
こ
れ
か
ら

の
役
割
と
展
開
方
置
に
つ
い
て

O
背
少
年
育
成
市
民
会
議
組
織
の

実
態

。
学
校
開
放
の
現
状

O
生
涯
学
習
体
制
の
充
実

O
学
校
教
育
機
能
町
活
用
等

.よ田城跡公園内3施設
上回城櫓

市立博物館

山本鼎記念館

.池波正太郎真田太平記館

.信濃国分寺資料館

以上の5施設で、観監料が計800円
のところ、共通田監非では500円で観
監できます。利用期間は7月末までの

予定です。 市立得物館圃ゆ1274

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
指
定
文
化
財
の
現
状
変
更
に
つ

い
て
O
上
岡
市
指
定
文
化
財
安
楽
寺
経

蔵
付
八
角
輪
蔵
の
力
神
憶
の
睦

復
O
上
田
市
指
定
文
化
財
上
田
藩
主

居
館
表
門
及
び
土
塀

・
誠
・
土

塁

(上
回
高
校
)
の
土
手
の
改

修以
上
に
つ
い
て
審
議
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

-4月
8
日
嗣
臨
時
金

4
月
7
日
、
給
金
準
備
中
に
、
古

材
以
外
の
異
物
(
金
属
た
わ
し
也
破

片
)
混
入
を
発
見
し
、
メ
ニ
ュ
ー
の

一
部
を
献
立
か
ら
外
し
た
事
故
報
告

を
受
け
て
、
今
桂
白
安
全
対
置
申
徹

底
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

『上田市誌』

編さんだより⑩

ル」

水
の
骨
肉の

立は

市誌編さん室~9741

江
戸
時
代
田
中
ご
ろ
、
究
保

2
年

(1
7
4
2
)
の
7
月
下
旬
、
関
東

か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
何
日
も
大

雨
が
降
り
続
き
、

8
月

l
日
に
至
っ

て
み
ぞ
う
の
大
洪
水
と
な
り
、
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

上
小
地
方
も
肱
容
が
大
き
く
、
犠

牲
者
も
た
く
さ
ん
で
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
今
日
も

「成
の
満
水
」
と
し
て

語
り
継
が
れ
て
い
る
大
洪
水
で
す
。

こ
由
大
洪
水
の
際
の
上
回
領
全
体

の
被
害
状
況
は
、
流
失
家
屋
6
7
0

戸
余
り
・
砂
入
り
家
屋
5
7
0戸
余

り
・
流
死
人
1
6
0人
余
り
、
流
死

馬
川
頭
余
り
、
田
畑
白
銅
耗
2
万
7

千
石
余
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
当
時
の
上
回
舗
は
、

5
万

3
千
石
余
り
で
す
か
ら
、
半
分
以
上

の
田
畑
が
被
害
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

上
田
市
誌
編
さ
ん
回
た
め
の
調
査

白
過
程
で
、
上
岡
市
立
博
物
館
に
所

蔵
・
寄
託
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
古
文

書
の
中
か
ら
た
ま
た
ま
、
上
小
地
方

白
肱
容
の
状
況
を
記
し
た
文
部
を
見

つ
け
ま
し
た
。

被
害
状
況
の
一
部

(現
上
田
市
域
)

を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

O
諏
訪
部
村
問
畑
桟
ら
ず
砂
水
入

り。

飯
山
河
原
白
田
畑
流
長
。
秋
和

盆
下
沖
の
団
地
水
入
り
。
与
左
衛
門
・

市
郎
兵
衛
所
持
の
旧
畑
残
ら
ず
流
考

O
新
屋
村
京
共
桟
ら
ず
砂
ホ
入
り
。

旧
畑
流
史
、
砂
入
り
も
あ
り
ロ

O
上
塩
尻
村
問
畑
残
ら
ず
砂
入
り
。

堂
々
流
失
。
砂
田
深
さ

3
・
4
尺

1

5
・
6
尺

〈約
叩
凹

1
1
8
0
g

ま
で
。

O
下
組
尻
村
街
道
沿
い
白
安
福
寺

境
ま
で
由
家
は
残
ら
ず
流
失
。
川
向

こ
う
の
家
も
お
軒
流
失
。
砂
入
り
の

刊
さ

1
丈

(約
3
6
0
叩
)
余
り
。

田
畑
の
徹
子
は
上
塩
尻
と
同
じ
。

o
i中
品

村

家

屋

・
田
畑
と
も
砂
水

入
り
。
砂
白
深
さ
は
上
塩
尻
と
同
じ
。

O
下
之
条
村
村
中
は
無
鑑
。
北
裂

回
畑
砂
水
入
り
。
流
史
も
あ
り
。

O
小
騨
村
田
畑
砂
水
入
り
。
流
先

も
あ
り
。
村
中
町
家
水
入
り
。

O
中
之
条
村

盤
町
車
問
軒
流
失
。

流
死
者
灯
人
。

2
人
は
枕
木
に
つ
か

ま
り
縞
掛
村
ま
で
流
さ
れ
、
型
日
帰

，。。O御
所
村
本
村
残
ら
ず
流
長
。
団

地
大
半
川
原
に
な
る
。

O
諏
訪
形
村
家
少
々
流
失
。

水
入
り
。

O
小
牧
村

畑
流
史
あ
り
。

田

地

O
堀
村
下
村
白
家
羽
軒
残
ら
ず
流

史
。
流
死
7
人
。
流
跡

6
尺

(約
1

m
m
g
砂
石
に
て
高
く
な
る
。
水

白
高
さ

3
丈

(約

m
m
m
g
余
り
。

O
岩
下
村
川
原
田
畑
歩
々
流
失
。

O
大
屋
村
南
側
東
白
端
よ
り
西
白

端
ま
で
残
ら
ず
流
失
。
流
托
7
人
。

北
側
家
共
残
-
り
ず
砂
水
入
り
。

こ
の
文
書
町
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
魯
か
れ
て
い
ま
す
が
、
梱

村
田
中
酬
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ

た
白
人
目
人
々
を
救
お
う
と
す
る
く

だ
り
が
印
象
的
で
す
。
時
四
殿
様
は

k
k
s
u
 

松
平
伊
賀
司
忠
霊
。
「
凪
雨
の
中
で

saム
ヲ
包
司

j
A

は
あ
る
が
高
張
り
提
灯
を
立
て
か
が

り
火
を
絶
や
さ
ず
、
中
酬
に
取
り
残

さ
れ
た
者
連
を
勇
気
づ
け
よ
L

と
命

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
中
酬
に
取

り
残
さ
れ
た
人
々
は
、
こ
田
高
桜
り

提
灯
や
か
が
り
火
に
ど
ん
な
に
か
勇

気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
料
と
し
て
焼
き
も
ち
を

こ
ち
ら
の
岸
か
ら
5
0
0
余
り
投
げ
、

3
0
0
ほ
ど
を
中
酬
に
屈
か
せ
た
当

時
の
人
々
の
心
意
気
に
、
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
も
芋
ば
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
中
酬
に
取
り
残
さ
れ
た
人

人
は
、
水
か
さ
の
減
っ
た
翌
日
白
昼

時
、
全
員
無
事
に
救
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
注
上
回
市
立
博
物
館
寄
託
、
伊
藤

京
文
書

「究
保
二
成
年
大
満
水
」

に
よ
る
。

11.5.16 [19] 
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今月の投稿数

短歌・

川柳・

投稿先/〒386-0025上国市天神2-4 -74 
上回rli教育聾且金 「教育つえだ」係

投稿方法/はがきに恒歌 ・俳句 ・川仰の別

を明記し、正名 ・自桔金名をご記入のうえ

毎月18日までに世かんしてくださL、。

媛
毒究

高
盛
登
選

丸

場

長

谷

川

貢

;た

笹
山
吉
館
見
終
リ
掃
る
巷
に
は
ユ

l
ゴ
埠

撃
の
ニ
ュ
ー
ス
流
る
る

神
科
新
且
古
川
陸
子

e
tに
リ

津
金
寺
の
山
の
斜
面
に
か
た
く
リ
の
花

の
ゆ
れ
お
リ
ホ
現
れ
自
の
な
か

下

鮒

且

町

小

山

寛

不
況
風
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
吹
き
抜
け
る

シ
ャ
ツ

7
1
閉
ざ
す
高
の
増
一
え
た
リ

口
門
凶
山

石

神

山

清

人

a
γ
a
a

・‘
山
崎
眠
に
巨
大
な
重
機
音
立
て
て
こ
の
場

の
里
も
様
を
変
一
え
ゆ
く

北

常

国

大

且

芳

匝
の
L
い

さ
庭
辺
の
梅
の
花
咲
き
薫
リ
き
て
盲
の

吾
に
春
を
告
ぐ
る
も
材

木

町

大

谷

文

子

E
 
宰
く
れ
ば
主
な
さ
空
地
一
面
に
む
」
ワ
さ

き
大
根
の
花
咲
き
さ
か
る

手

埠

池

田

五

郎

水
玉
の
端
切
れ
懐

L
手
に
と
れ
ば
妻
あ

り
し
自
の
面
影
浮
主
小

牧

官

品

正

陽
の
あ
た
る
小
さ
き
穴
に
う
づ
く
ま
リ

娃
は
ひ
そ
か
に
出
番
持
ち
ゐ
る

築

地

AMm
昭
夫

村
あ
げ
て
水
路
清
掃
風
光
る
車
住
む
小

川
町
埠
リ
し
を
摘

ι

行
-
・
上
関
宮
市

《〒
3
8
e
s
s
o
-
-
a野
県
上
国
市
大
手
1

日

間

)

発

-
・
よ
困
布
教
育
委
員
会
《
〒
3
8
8
0
0
2
5
上
国
市
天
簿
2

4

J

B

中

組

山

寺

勝

世

o
z
u
A
 

観
音
の
躍
の
桜
花
満
て
リ
一
枝
い
た
だ

き
夫
を
見
舞
は
む下
紺
屋
町
石
古
か
律
子

う
す
氷
解
吋

L
お
堀
の
日
だ
ま
リ
に
鴨

ら
は
群
れ
て
水
を
く
く
れ
る

上

常

国

市

川

貞

義

花
ま
つ
リ
四
月
八
日
は
誕
生
日
生
き
永

勺
へ
て
卒
寿
を
む
か
ふ

大

久

保

柳

濁

光

乃

還
暦
の
今
日
の
佳
き
目
を
速
く
来
て
高

遣
の
桜
青
空
に
映
ゆ
須

川

手

段

喜

代

子

M
3町
も

幼
名
で
眉
寄
せ
語
る
露
天
風

E
お
雑
畢

リ
の
歌
流
れ
来
る中

野

竹

内

館

英

杖
吏
き
て
カ
ラ
オ
ケ
歌
う
女
あ
リ
老
人

7
ラ
プ
の
出
で
場
の
一
夜

輯

が

丘

禅

林

消

司

h
e
h
 

文
の
日
に
古
き
日
記
を
ひ
も
ど
け
ば
亡

き
妻
の
手
紙
色
あ
せ
て
あ
リ

(軒
)
各
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
需
直
に
ま

と
ま
っ
て
い
ま
す
。

置
者
晶

君
問
お
ろ
し
の
轟
に
し
と
れ
る
熔
岩
台

地
ハ
コ
ネ
ウ
ツ
ギ
の
花
も
す
ぎ
た
リZ 

矢
島

渚
男
選

下
紺
屋
町
山
浦
且
一

花
ぎ
か
リ
樹
勢
を
型
め
て
ゆ
く
も
あ
リ

z・“
事
館
(
胴
事
4
1
0
0
岡
高
5
1
1
1
v

錨

--E傍観
a
w
@
E
'
o
o
岡
高
8
7
6
ム

小

島

木

村

ν
モ

卒
業
す
胸
に
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